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研究開発の成果

平成３１年度採択 ： 高伝達特性・低コストを目指した、海中自立発電向け

新型ＩＰＭ式磁気ギアの研究開発
法認定中小企業名 株式会社プロスパイン 主たる技術：機械制御

本研究開発の磁場解析手法を駆使し、磁気製品の加工組立技術との融合、加えて新素材の
積極的採用により、最高レベルの伝達効率を有する新型ＩＰＭ構造の磁気ギアの開発に成功した。

■IPM式磁気ギアの開発
・高伝達特性を有するIPM型磁気ギアの開発完了。
・伝達トルク２０Ｎ・ｍ以上、効率９８％以上を達成。
・始動性がよく、コギングの少ない磁気ギアを実現

■ポールピースASSYの最適化
・伝達特性、加工性に最適な材質として圧粉磁心を選定。
・ポールピースホルダーは強度、非磁性、組立性よりCFRPに決定。
・耐久性負荷実働試験にて2800Ｈｒ以上をクリア。
■フィールド試験
・磁気ギアを増速機として搭載した水レンズ式潮流発電装置を
釧路漁港沖の係留、曳航実験と大型水槽（JAMSTEC）での
曳航実験を行い、総合発電効率が65％～70％を得た。、
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